
大
斎
院
御
集
孜

八
○

大
斎
院

御
集
孜

そ
の
配
列
構
成
を
め
ぐ
っ
て

中

周
　
　
　
子

　
周
知
の
よ
う
に
、
大
斎
院
御
集
は
、
選
子
内
親
王
の
個
人
詠
歌
集
で
は
な
く

て
、
選
子
内
親
王
を
中
心
と
す
る
大
斎
院
家
と
そ
の
周
辺
の
人
々
の
贈
答
・
連

作
歌
よ
り
成
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
大
斎
院
家
の
生
活
を
描
い
た
私
家
集
で
あ
る
。

　
本
御
集
の
編
纂
に
つ
い
て
は
、
萩
谷
朴
氏
が

　
　
「
大
斎
院
御
集
に
見
る
和
歌
は
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
人
人
の
官
職
名
や
千

　
支
の
順
序
よ
り
し
て
、
最
初
の
数
首
を
除
い
て
は
、
長
和
三
年
正
月
か
ら
寛

　
仁
元
年
九
月
に
か
げ
て
の
作
品
を
年
月
を
逐
っ
て
収
め
た
も
の
で
あ
る
と
思

　
　
　
　
¢

　
わ
れ
る
。
」

と
述
べ
て
お
ら
れ
、
次
い
で
橋
本
不
美
男
氏
も

　
　
「
み
て
き
た
所
に
ょ
る
と
、
集
の
現
状
は
、
必
ず
し
も
連
続
す
る
四
年
次

　
あ
る
い
は
萩
谷
氏
説
の
よ
う
に
五
年
次
に
整
序
さ
れ
て
は
い
な
い
。
編
纂
当

　
初
は
整
序
さ
れ
て
い
た
も
の
が
く
ず
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
年
次
の
近
い
歌

　
稿
を
現
状
の
よ
う
に
編
成
し
た
の
か
は
、
に
わ
か
に
決
定
で
き
な
い
。
し
か

　
し
な
が
ら
現
状
に
お
い
て
も
、
ほ
£
長
和
三
年
か
ら
寛
仁
二
年
位
ま
で
、
概

　
略
年
序
を
お
う
て
四
群
に
排
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
認
め
て
よ
さ
そ
う
で
あ

　
　

　
る
。
」

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
杉
谷
寿
郎
氏
も

　
　
「
選
子
内
親
王
五
十
歳
代
前
半
に
あ
た
る
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
か
ら

　
寛
仁
二
、
三
年
（
一
〇
一
九
）
ご
ろ
ま
で
の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
　
（
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
略
）
年
月
次
配
列
を
意
図
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
」

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
ー
、
本
御
集
は
年
月
次
に
従
っ
て
配
列
、
編

纂
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
諸
先
学
の
見
解
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
先
ず
、
こ
れ
ら
の
前
行
諸
説
の
根
拠
と
た
っ
て
い
る
詠
歌
年
月
推

定
の
再
検
討
を
通
し
て
、
従
来
の
年
月
次
配
列
編
纂
説
に
対
す
る
疑
問
を
具
体



的
に
提
示
し
、
次
い
で
本
御
集
は
、
大
斎
院
家
の
移
り
行
く
姿
を
描
こ
う
と
い

う
意
図
の
下
に
大
斎
院
家
の
人
と
生
活
の
断
片
で
あ
る
贈
答
・
連
作
歌
が
配
列

編
纂
さ
れ
て
い
る
と
い
う
視
点
か
ら
本
御
集
の
構
想
構
成
に
つ
い
て
改
め
て
考

察
し
て
み
た
い
。

　
◎
「
一
ニ
ハ
〔
寛
仁
元
年
七
月
〕
大
斎
院
選
子
内
親
王
草
合
」
・
『
平
安
朝
歌
合
大
成

　
　
三
』
所
収
。
以
下
、
萩
谷
氏
説
の
引
用
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。

　
　
「
大
斎
院
御
集
の
性
格
」
・
『
王
朝
和
歌
史
の
研
究
』
所
収
。
以
下
、
橋
本
氏
説
の

　
　
引
用
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。

　
＠
　
『
私
家
集
大
成
中
古
ｕ
』
解
題
。

二

　
ま
ず
、
大
斎
院
御
集
の
詞
書
に
見
ら
れ
る
、
推
定
可
能
な
事
項
に
つ
い
て
検

討
し
、
年
・
月
次
に
よ
る
配
列
編
纂
説
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
以
下
、

桂
宮
本
叢
書
第
九
巻
所
収
の
も
の
に
、
和
歌
、
連
歌
の
区
別
た
く
、
通
し
番
号

を
付
し
て
使
用
す
る
。

１
　
「
お
た
し
月
十
四
目
（
中
略
）
ね
の
日
の
ま
た
の
日
に
て
、
ま
っ
に
っ
げ

　
て
」
（
７
の
詞
書
）

　
萩
谷
氏
は
「
長
和
三
年
一
月
十
三
目
子
の
目
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
す
」
と
さ

れ
、
橋
本
氏
も
「
一
月
十
三
日
子
目
は
（
中
略
）
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
に

当
る
と
思
わ
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
「
お
な
し
月
」
は
、
集
中
の
前
後
の
連

続
の
上
か
ら
見
て
、
萩
谷
、
橋
本
両
氏
の
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
月
と
考
え

　
　
　
　
　
大
斎
院
御
集
孜

て
よ
い
が
、
そ
う
す
る
と
、
選
子
内
親
王
が
紫
野
の
斎
院
に
在
っ
た
貞
元
二
年

（
九
七
七
）
四
月
十
六
目
か
ら
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
九
月
二
十
二
日
の
問

に
お
い
て
、
一
月
十
三
目
子
日
で
あ
っ
た
の
は
、
天
元
三
年
（
九
八
○
）
、
同

四
年
（
九
八
一
）
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）
、
永
延
元
年
（
九
八
七
）
、
長
和
三

年
（
一
〇
一
四
）
で
あ
る
。
こ
の
中
か
ら
、
萩
谷
、
橋
本
両
氏
と
も
特
に
長
和

三
年
に
隈
定
さ
れ
た
の
は
、
本
御
集
が
年
月
次
に
従
っ
て
の
配
列
編
纂
で
あ
る

と
の
前
提
の
上
に
立
っ
て
の
年
次
推
定
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
年
月
次
配
列

と
い
う
前
提
を
疑
う
場
合
は
、
長
和
三
年
と
必
ず
し
も
限
定
で
き
た
い
。

２
　
「
二
月
一
目
、
殿
上
人
子
目
す
へ
し
と
の
二
し
り
て
や
み
ぬ
れ
は
」
　
（
ｕ

　
の
詞
書
）

　
萩
谷
氏
は
、

　
　
「
長
和
五
年
二
月
一
日
子
の
日
に
当
る
の
が
そ
れ
の
よ
う
で
あ
る
が
、
子

　
目
の
遊
び
な
ら
ぱ
正
月
で
た
く
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
そ
の
歌
を
収
め
た
後
拾

　
遺
の
詞
書
に
『
三
条
院
御
時
』
と
あ
る
こ
と
よ
り
し
て
、
長
和
三
年
一
月
一

　
日
の
子
日
を
さ
す
こ
と
の
誤
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
月
一
目
を
二
月
一

　
目
と
誤
っ
た
が
故
に
、
大
斎
院
御
集
の
編
者
は
、
一
月
十
四
目
の
歌
７
よ
り

　
後
に
こ
れ
を
収
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
」

と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
橋
本
氏
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

　
　
「
二
月
一
日
子
日
は
長
和
四
、
五
年
の
両
年
。
　
（
中
略
）
こ
の
見
方
に
よ

　
れ
ぱ
長
和
三
年
と
な
る
が
、
つ
づ
い
て
『
廿
四
日
又
ね
の
日
な
る
に
』
１
３
１
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一



　
　
　
　
　
犬
斎
院
御
集
政

　
と
あ
る
。
同
月
と
考
う
べ
き
で
、
一
目
子
日
な
ら
ぽ
、
三
度
目
の
子
日
は
廿

　
五
日
と
た
り
、
廿
四
目
が
子
日
な
ら
ば
初
子
日
は
十
二
日
と
た
る
。
誤
写
も

　
あ
り
得
る
し
決
定
し
に
く
い
。
」

と
推
定
を
避
げ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
二
月
に
も
子
日
遊
が
行
な
わ
れ
た
例

が
、
小
右
記
・
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
二
月
十
三
日
の
条
の
「
十
三
日
、
戊
子
、

巳
時
許
参
院
、
今
日
御
子
日
也
、
御
々
車
令
向
紫
野
給
」
、
　
目
本
紀
略
・
康
保

三
年
（
九
六
六
）
二
月
五
日
の
条
の
「
五
日
庚
子
。
令
守
平
親
王
及
小
童
等
。

於
東
庭
有
子
日
之
戯
。
」
等
の
記
述
に
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
後
拾
遺
集
の
詞

書
の
「
三
条
院
の
御
時
」
即
ち
寛
弘
八
年
（
一
〇
二
）
六
月
十
三
目
か
ら
長

和
五
年
（
一
〇
ニ
ハ
）
一
月
二
十
九
日
ま
で
の
在
位
期
間
中
で
、
二
月
一
日
子

日
は
長
和
四
年
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
長
和
四
年
と
推
定
で
き
る
。

３
　
　
「
雲
林
院
の
は
な
見
に
、
殿
上
人
と
も
い
き
て
、
た
か
ま
っ
と
の
上
中
将
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
中
門
の
も
と
に
い
り
た
ま
て
」
（
１
７
の
詞
書
）

　
萩
谷
氏
は
「
長
和
三
年
の
作
品
は
、
歌
１
５
の
三
月
十
八
目
、
歌
１
７
に
ー
長
和
三

年
三
月
廿
八
目
右
権
中
将
を
停
め
て
権
中
納
言
と
な
っ
た
頼
宗
を
『
高
松
殿
の

中
将
』
と
記
し
て
い
る
あ
た
り
で
、
長
和
四
年
二
月
末
の
歌
２
０
に
年
を
改
め
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
」
　
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
長
和
三
年
の
作
品
と
さ

れ
る
。
橋
本
氏
も
、
高
松
殿
中
将
は
「
道
長
室
高
松
殿
腹
の
頼
宗
と
思
わ
れ
る
。

頼
宗
で
あ
れ
ぱ
長
和
三
年
三
月
末
日
ま
で
で
」
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

高
松
殿
息
男
の
う
ち
、
中
将
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
頼
宗
、
能
信
、
長
家
の
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

名
で
あ
る
が
、
１
７
と
１
９
と
は
、
そ
の
詞
書
の
趣
意
か
ら
見
て
同
一
人
物
の
詠
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
、
こ
の
１
９
の
歌
は
玉
葉
集
巻
二
春
下
に
堀
川
右
大

臣
（
頼
宗
）
の
作
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
１
７
の
詠
者
の
高
松
殿
の

中
将
は
、
萩
谷
、
橋
本
両
氏
の
言
わ
れ
る
通
り
頼
宗
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、
頼
宗
が
中
将
で
あ
っ
た
期
間
は
、
寛
弘
六
年
三
月
か
ら
長
和
三
年
三
月
二

十
八
目
ま
で
で
あ
る
が
、
そ
の
間
の
長
和
二
年
六
月
に
は
、
同
腹
の
弟
能
信
も

中
将
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
長
和
三
年
春
と
す
る
と
、
　
コ
一
同
松
殿
の
中
将
」
と

呼
ぱ
れ
得
る
の
は
頼
宗
・
能
信
の
二
名
と
な
る
。
　
コ
局
松
殿
の
中
将
」
と
い
う

呼
称
は
、
　
「
中
将
君
」
と
い
う
呼
称
に
比
べ
る
と
、
多
分
に
固
有
名
詞
に
近
い

と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
頼
宗
一
人
の
呼
称
で
あ
り
得
る
期
間
に
隈
定
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
弘
六
年
か
ら
長
和
二
年
の
間
の
作
で
あ
る
と
推
定
し
た
い
。

４
　
「
し
も
つ
き
は
つ
か
あ
ま
り
の
よ
中
は
か
り
、
衛
門
督
、
宰
相
中
将
、
権

　
中
将
、
蔵
人
の
少
将
、
山
の
井
な
と
（
中
略
）
ま
い
り
た
ま
へ
り
」
　
（
５
７
の

　
詞
書
）

　
選
子
内
親
王
の
斎
院
奉
仕
期
問
中
（
九
七
五
～
一
〇
ゴ
ニ
）
、
「
山
の
井
」
と

呼
ぱ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
人
物
と
し
て
は
、
藤
原
永
頼
、
藤
原
信
家
、
藤
原
道

頼
の
三
名
で
あ
る
。
ま
た
、
詞
書
に
見
ら
れ
る
記
載
の
し
方
か
ら
考
え
る
と
、

「
山
の
井
」
と
呼
ぱ
れ
る
人
物
は
無
官
で
あ
り
、
ま
た
、
一
番
若
輩
で
あ
っ
た

と
恩
わ
れ
る
。

　
ま
ず
、
永
頼
に
っ
い
て
考
え
る
と
、
日
本
紀
略
の
天
延
二
年
五
月
廿
三
目
の



条
に
「
尾
張
国
百
姓
訴
申
守
藤
原
連
貞
不
了
由
。
価
以
散
位
藤
原
永
頼
任
彼
国

守
了
。
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
永
頼
の
散
位
の
期
間
は
、
選
子
内
親
王
の
斎

院
卜
定
の
天
延
三
年
四
月
以
前
の
こ
と
と
な
り
、
永
頼
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

次
に
信
家
は
、
長
元
三
年
（
一
〇
三
〇
）
二
月
十
一
旦
兀
服
、
同
年
三
月
八
日

に
は
す
で
に
侍
従
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
該
当
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。
従

っ
て
「
山
の
井
」
は
、
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
七
月
二
十
一
目
侍
従
、
同
年
八

月
十
三
目
左
兵
衛
佐
、
同
隼
↑
二
月
二
十
一
目
右
少
将
と
次
々
に
任
じ
ら
れ
た

道
頼
と
推
定
さ
れ
、
無
官
で
あ
っ
た
、
元
服
問
も
な
い
頃
と
思
わ
れ
る
寛
和
元

年
頃
の
道
頼
を
指
し
て
の
呼
称
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
寛
和
元
年
（
九
八
五
）

頃
と
推
定
す
る
。

５
　
「
な
か
つ
か
さ
は
め
つ
ら
し
け
な
し
と
て
、
右
大
殿
の
中
納
言
君
」
　
（
６
４

　
の
詞
書
）

選
子
内
親
王
の
斎
院
奉
仕
期
問
中
に
お
い
て
、
父
が
右
大
臣
で
あ
る
時
期
に

そ
の
息
男
が
中
納
言
で
あ
っ
た
の
は
、
藤
原
公
季
の
息
男
実
成
と
藤
原
実
資
の

息
男
資
平
と
で
あ
る
。
公
奉
は
、
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
三
月
四
日
任
右
大

臣
、
治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）
七
月
二
十
五
目
任
太
政
大
臣
。
実
資
は
、
治
安

元
年
七
月
二
十
五
目
任
右
夫
臣
、
寛
徳
三
年
（
一
〇
四
六
）
一
月
十
八
目
藁
。

そ
し
て
、
実
成
は
長
和
四
年
（
一
〇
一
五
）
十
月
二
十
八
日
任
権
中
納
言
、
長

暦
二
年
（
一
〇
三
八
）
坐
衰
除
名
。
資
平
は
、
長
元
二
年
（
一
〇
二
九
）
一
月

二
十
四
目
任
権
中
納
言
、
康
平
四
年
（
一
〇
六
一
）
十
二
月
八
日
任
権
大
納
言
。

　
　
　
　
　
大
斎
院
御
集
孜

従
っ
て
、
右
大
殿
の
中
納
言
君
を
実
成
と
見
な
す
な
ら
ぱ
、
６
４
は
寛
仁
元
年
か

ら
同
四
年
ま
で
の
問
の
作
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
同
じ
く
資
平
と
考
え
る
な
ら

ぱ
、
長
元
二
年
か
ら
三
年
ま
で
の
間
の
作
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、

　
　
　
　
　

伊
勢
大
輔
集
で
「
右
大
殿
」
の
作
と
さ
れ
て
い
る
和
歌
が
、
「
小
野
宮
右
大
臣
」

の
作
と
し
て
続
後
撰
集
（
一
〇
八
四
番
）
に
収
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
高
遠

　

集
に
お
い
て
「
右
大
殿
」
の
作
と
さ
れ
る
和
歌
が
、
同
じ
く
「
小
野
宮
右
大
臣
」

の
詠
と
し
て
続
古
今
集
（
八
三
〇
番
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
右
大
臣
で
あ
る

こ
と
四
年
に
し
て
太
政
大
臣
に
昇
っ
た
公
季
と
異
な
っ
て
、
実
資
は
二
十
五
年

の
長
き
に
わ
た
り
右
大
臣
で
あ
り
、
し
か
も
右
大
臣
で
蘂
じ
た
。
従
っ
て
、
或

い
は
右
大
殿
と
い
え
ぱ
、
一
般
に
実
資
を
指
し
て
言
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ

の
意
味
で
は
、
　
「
右
大
殿
の
中
納
言
君
」
を
資
平
と
考
え
る
方
が
適
当
で
あ
る

か
も
知
れ
た
い
。

６
　
「
侍
従
の
中
納
言
の
わ
か
君
に
、
う
つ
え
つ
か
は
す
と
て
」
（
７
３
の
詞
書
）

　
橋
本
氏
は
「
こ
の
頃
こ
の
よ
う
に
呼
ぱ
れ
た
の
は
藤
原
行
成
で
あ
り
、
寛
弘

六
年
三
月
四
日
任
権
中
納
言
、
侍
従
、
寛
仁
三
年
十
二
月
廿
一
日
兼
大
宰
権
帥
、

止
侍
従
の
問
と
な
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
選
子
内
親
王
が
斎
院
奉
仕
中
に

侍
従
と
中
納
言
を
兼
任
し
た
の
は
、
行
成
の
他
に
。
、
藤
原
隆
家
、
藤
原
資
平
が

あ
る
。

　
隆
家
は
長
保
四
年
九
月
十
四
目
更
任
中
檀
言
、
長
保
五
年
正
月
兼
侍
従
、
寛

弘
二
年
二
月
止
侍
従
、
治
安
三
年
十
二
月
十
五
目
辞
中
檀
言
。
資
平
は
長
元
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三



　
　
　
　
　
大
斎
院
御
条
政

年
一
月
二
十
四
日
任
権
中
納
言
、
同
年
三
月
十
一
日
兼
侍
従
。
従
っ
て
、
侍
従

の
中
納
言
を
隆
家
と
す
れ
ぱ
、
７
３
は
長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
か
ら
寛
弘
二
年

（
一
〇
〇
五
）
の
間
の
作
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
同
じ
く
行
成
と
す
れ
ぱ
、
寛

弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）
か
ら
寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
）
の
間
、
同
じ
く
資
平
と

す
れ
ぱ
、
長
元
三
、
四
年
（
一
〇
三
〇
～
三
一
）
の
間
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。７

　
「
し
も
つ
き
の
九
日
、
あ
ヘ
ヘ
の
ま
つ
り
に
、
そ
の
と
よ
の
あ
か
り
に
、

　
せ
し
の
さ
ふ
ら
ひ
し
、
ま
か
て
上
せ
う
そ
く
あ
り
し
を
お
も
ひ
て
」
（
９
５
の

　
詞
書
）

　
萩
谷
氏
は
「
長
和
五
年
十
一
月
、
大
當
会
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
」

と
さ
れ
、
橋
本
氏
は
、

　
　
「
『
あ
ペ
ベ
の
ま
つ
り
』
す
な
わ
ち
相
當
祭
で
あ
る
。
相
當
の
祭
は
、
新
嘗

祭
（
十
一
月
の
中
の
卯
日
）
の
前
、
十
一
月
の
上
の
卯
日
に
行
わ
れ
る
。
十

　
一
月
九
日
卯
日
に
当
る
年
は
、
長
和
三
、
四
お
よ
び
寛
仁
元
、
二
の
四
年
で

　
あ
る
。
萩
谷
氏
は
『
そ
の
と
よ
の
あ
か
り
』
の
詞
か
ら
、
長
和
五
年
十
一
月

　
の
後
一
条
天
皇
大
嘗
会
（
豊
明
節
会
は
十
八
目
）
を
あ
て
ら
れ
る
が
、
こ
れ

　
は
明
ら
か
た
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
」

と
さ
れ
て
い
る
。
橋
本
氏
の
見
解
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
選
子
内

親
王
が
紫
野
斎
院
に
在
っ
た
期
間
中
、
十
一
月
九
日
が
卯
日
に
あ
た
る
の
は
、

天
元
四
年
（
九
八
一
）
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）
、
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
、
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

和
三
年
（
一
〇
一
四
）
、
同
四
年
、
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
、
同
二
年
の
七
箇

年
で
あ
る
。

８
　
「
か
く
て
十
二
日
、
ね
の
ひ
に
」
（
Ｈ
昌
の
詞
書
）

　
萩
谷
氏
は
、
「
長
和
六
年
（
寛
仁
元
年
）
一
月
十
二
日
子
目
の
こ
と
で
あ
る
。
」

と
さ
れ
、
橋
本
氏
は
、
「
『
む
つ
き
十
四
目
』
Ｈ
８
，
Ｈ
◎
Ｈ
の
後
で
、
Ｈ
罵
、
Ｈ
５
は

『
三
月
十
六
日
』
と
あ
る
の
で
二
月
と
考
え
ら
れ
る
。
二
月
十
二
日
子
目
は
寛

仁
二
、
三
年
の
両
年
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
一
８
か
ら
－
お
ま
で
の
詞
書

と
和
歌
と
の
趣
意
及
び
そ
れ
ら
の
っ
づ
き
具
合
か
ら
考
え
る
と
、
■
◎
は
萩
谷

氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
一
月
の
こ
と
と
考
え
て
も
よ
い
。
一
月
十
二
日
子
目

と
す
れ
ぱ
、
正
暦
五
年
（
九
九
四
）
、
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
、
同
四
年
、
治

安
元
年
（
一
〇
二
一
）
の
い
ず
れ
か
と
な
り
、
ま
た
、
橋
本
氏
の
い
わ
れ
る
よ

う
に
二
月
十
二
目
子
日
と
す
れ
ぱ
、
正
暦
三
年
（
九
九
二
）
、
長
徳
元
年
（
九

九
五
）
、
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
、
同
三
年
、
治
安
二
年
（
一
〇
二
二
）
の
い

ず
れ
か
と
な
る
。

　
以
上
、
ひ
と
ま
ず
、
年
月
を
追
っ
て
の
配
列
編
纂
と
い
う
前
提
を
離
れ
て
、

詞
書
の
再
検
討
を
行
な
っ
た
が
、
傍
証
に
ょ
っ
て
明
ら
か
に
年
月
を
推
定
で
き

　
◎

る
２
２
と
、
一
つ
の
年
に
ほ
ぼ
限
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
ｕ
，
５
７
と
の
わ
ず
か
三

例
を
除
き
、
他
は
か
な
り
の
隔
た
り
を
も
っ
複
数
の
年
月
を
想
定
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
同
年
一
違
の
春
の
歌
と
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
１
か
ら
１
９
の
中
の
７
，
ｕ
，
１
３
，
１
７
の
い
ず
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
も
同
一
年



で
あ
る
可
能
性
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
同
年
の
作
と
さ
れ
る
２
１
か

ら
６
８
の
中
の
２
２
，
５
７
，
６
４
に
つ
い
て
も
、
二
年
か
ら
十
数
年
の
隔
た
り
を
も
つ

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
現
状
で
は
、
本
御
集
が
年
月
を
追
っ
て
配

列
編
纂
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
¢
　
萩
谷
氏
の
見
方
の
意
。

　
◎
　
萩
谷
氏
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
能
信
は
高
松
殿
の
新
中
将
と
呼
ぱ
れ
た
と
さ
れ

　
　
る
。
そ
う
考
え
れ
ぱ
、
長
和
三
年
春
と
も
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
御
堂
関
白
記
長

　
　
和
二
年
六
月
廿
八
日
の
能
信
新
任
饗
の
条
に
「
新
中
将
」
、
同
年
八
月
廿
一
目
の
条

　
　
に
「
中
将
能
信
」
、
同
年
十
一
月
一
目
の
条
に
「
頭
中
将
」
、
頼
宗
に
つ
い
て
は
長
和

　
　
二
年
九
月
十
六
目
の
条
に
「
右
三
位
〔
中
将
〕
」
と
書
き
わ
け
て
あ
る
。
は
っ
き
り

　
　
と
堕
言
は
で
き
な
い
が
、
新
中
将
と
い
う
の
は
新
任
の
場
合
に
の
み
用
い
ら
れ
る
よ

　
　
う
に
思
わ
れ
る
。
勿
論
、
こ
の
詞
壽
の
場
合
は
通
称
で
あ
ろ
う
か
ら
、
厳
密
に
考
え

　
　
た
く
て
も
よ
い
か
も
し
れ
た
い
が
、
後
考
に
倹
ち
た
い
。

　
ゆ
　
『
私
家
集
大
成
中
古
皿
』
所
収
、
伊
勢
大
輔
集
　
に
よ
る
。

　
◎
　
『
私
家
集
大
成
中
古
１
』
所
収
、
大
弐
高
遠
集
に
よ
る
。

　
＠
　
萩
谷
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
小
右
記
長
和
四
年
四
月
十
四
目
の
条
に
よ
り
２
２
は

　
　
長
和
四
年
の
作
と
明
ら
か
に
推
定
さ
れ
る
。

　
＠
　
大
斎
院
選
子
の
斎
院
奉
仕
期
間
中
に
１
お
い
て
、
一
月
二
十
四
目
子
目
は
、
正
暦
五

　
　
年
、
寛
仁
元
年
、
同
四
年
、
治
安
元
年
、
二
万
二
十
四
日
子
目
は
、
正
暦
三
年
、
長

　
　
徳
元
年
、
寛
仁
二
年
、
同
三
年
、
治
安
二
年
。
従
っ
て
１
３
は
、
こ
れ
ら
の
年
の
い
ず

　
　
れ
か
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。

三

大
斎
院
御
集
孜

　
次
に
、
年
月
次
配
列
編
纂
の
前
提
を
離
れ
て
、
内
容
面
か
ら
本
御
集
の
構
成

を
考
察
し
た
い
。

　
本
御
集
は
、
贈
答
・
連
作
歌
に
着
目
し
て
分
げ
る
と
、
六
十
四
章
段
に
分
か

れ
る
が
、
そ
の
冒
頭
章
段
と
最
終
章
段
の
見
事
た
呼
応
に
、
本
御
集
の
構
想
の

モ
チ
ー
フ
を
端
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
第
一
段
一
む
つ
き
の
ふ
つ
か
の
日
、
人
く
あ
ま
た
ま
い
り
て
、
む
め
か
え

　
　
　
に
と
い
ふ
寄
を
う
た
ひ
し
お
り
に
、
人
に
内
よ
り
か
は
ら
げ
さ
し
て

１
ふ
り
っ
も
る
ゆ
き
二
え
や
ら
ぬ
山
さ
と
に
は
る
を
し
ら
す
る
う
く
ひ
す
の
こ

　
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
へ
し
　
衛
門
か
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

２
う
く
ひ
す
の
こ
ゑ
な
か
り
せ
は
雪
き
え
ぬ
や
ま
さ
と
い
か
て
春
を
し
ら
ま
し

　
　
　
又
た
ち
ぬ
る
げ
し
き
な
れ
は
、
う
ち
よ
り

３
か
き
く
ら
す
ゆ
き
ま
の
か
す
み
な
か
り
せ
は
は
る
た
ち
ぬ
と
も
見
え
す
そ
あ

　
ら
ま
し

　
　
　
か
へ
し

４
つ
二
め
と
も
は
る
の
げ
し
き
の
し
る
げ
れ
は
か
す
み
の
色
も
み
ゆ
る
な
り
げ

　
り

　
　
　
つ
ま
に
か
い
て
た
い
は
所
に

５
な
こ
り
こ
ひ
し
き
げ
ふ
り
に
も
あ
る
か
た

　
　
　
と
あ
れ
は

６
う
く
ひ
す
の
お
し
み
し
こ
ゑ
を
き
二
そ
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



　
　
　
　
　
大
斎
院
御
集
孜

　
「
梅
枝
」
と
い
う
催
馬
楽
の
歌
声
を
機
に
、
本
御
集
第
一
首
目
が
詠
じ
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
詠
歌
に
は
、
そ
の
歌
声
を
ほ
め
る
感
情
だ
げ
で
な
く
、

そ
れ
以
上
の
感
慨
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

　
斎
院
内
に
は
、
古
く
よ
り
春
ご
と
に
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
梅
の
木
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ
た
。
本
御
集
よ
り
早
い
時
期
の
大
斎
院
家
を
描
い
た
と
い
わ
れ
る
「
大
斎
院

前
の
御
集
」
に
も
、
梅
の
木
は
度
々
登
場
す
る
。
　
「
む
め
、
れ
い
の
と
し
よ
り

も
け
の
と
か
に
を
か
し
う
さ
き
て
、
か
う
ら
の
も
と
に
さ
し
い
り
た
る
を
上
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

せ
て
」
、
「
（
雪
の
）
梅
の
花
に
ふ
り
か
上
り
た
る
枝
を
上
ら
せ
て
」
等
の
詞
書

に
は
じ
ま
る
女
房
達
の
連
作
の
中
心
題
材
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
　
「
雪
の
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

え
の
こ
り
た
る
を
、
梅
花
に
つ
け
て
い
た
す
」
、
「
か
へ
し
、
む
め
の
え
た
に
か

　
　
　
　
　
　
　

う
し
を
た
ら
し
て
」
、
「
（
月
が
）
む
め
の
こ
の
ま
よ
り
も
り
た
る
か
い
と
を
か

　
　
　
　
　
　
　
¢

し
き
を
、
御
覧
し
て
」
等
、
こ
の
梅
の
木
は
、
斎
院
に
生
活
す
る
人
々
の
心
の

中
に
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
　
「
大
斎
院
前
の
御

集
」
１
の
描
く
斎
院
は
、
紫
野
の
自
然
に
っ
っ
ま
れ
て
、
宮
廷
中
心
の
杜
交
圏
か

ら
隔
絶
さ
れ
た
、
寂
し
く
静
か
に
す
み
き
っ
た
世
界
で
あ
っ
た
。
訪
れ
る
人
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

待
つ
歌
と
前
後
し
て
、
次
の
よ
う
な
連
作
が
あ
る
。

　
　
　
十
よ
目
ま
て
う
く
ひ
す
の
こ
ゑ
の
き
こ
え
ね
は
、
あ
や
し
う
上
く
ひ
す

　
　
　
の
こ
ゑ
の
き
こ
え
ぬ
か
た
、
花
や
お
そ
き
た
と
い
ふ
を
、
き
こ
し
め
し

　
　
　
て
　
御

　
や
ま
さ
と
の
は
た
の
に
ほ
ひ
の
い
か
な
れ
や
か
を
た
つ
ね
く
る
う
く
ひ
す
の

八
六

　
な
き

　
　
　
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
は
な
の
か
を
こ
ち
の
み
ふ
く
口
や
ま
ふ
か
み
に
ほ
ひ
た
っ
ぬ
る
う
く
ひ
す
も

　
な
し

　
こ
れ
が
、
本
御
集
第
一
段
以
前
の
斎
院
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
斎
院
女
房
で

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
編
者
が
、
本
御
集
の
冒
頭
に
、
第
一
段
の
歌
を
配
し
た
と
き
、

そ
の
脳
裏
に
は
こ
の
よ
う
た
あ
り
し
日
の
斎
院
の
姿
が
去
来
し
た
に
ち
が
い
た

い
。
新
春
に
１
多
く
の
来
訪
者
を
迎
え
て
開
か
れ
た
宴
に
は
、
閑
寂
の
中
に
幾
多

の
年
輸
を
重
ね
た
梅
の
木
が
、
そ
の
幾
度
目
か
の
春
、
逸
早
く
飛
来
す
る
鶯
を

迎
え
る
よ
う
た
晴
れ
や
か
さ
が
あ
る
、
「
梅
が
枝
に
居
来
る
鶯
云
々
」
の
折
に
ふ

さ
わ
し
い
催
馬
楽
と
、
古
歌
や
連
歌
に
よ
る
応
酬
、
和
歌
四
首
と
連
歌
二
句
か

ら
成
る
こ
の
章
段
は
、
ま
だ
雪
深
き
紫
野
に
あ
っ
て
い
っ
の
ま
に
か
杜
交
サ
ロ

ソ
と
化
し
た
斎
院
の
春
の
、
そ
し
て
本
御
集
全
体
の
花
や
か
な
開
幕
と
い
え
る
。

　
そ
し
て
終
章
。
晩
秋
に
、
長
く
斎
院
と
共
に
あ
っ
た
梅
の
木
の
切
ら
れ
る
こ

と
を
惜
し
む
女
房
達
の
連
作
で
、
こ
の
集
は
終
る
。

（
第
六
十
四
段
）
九
月
は
か
り
に
、
中
門
の
は
ひ
い
り
た
る
梅
の
は
た
を
、
人

　
　
　
な
と
の
ま
い
る
に
、
さ
は
る
に
あ
し
、
き
り
て
ん
と
さ
た
め
て
き
れ
は
、

　
　
　
く
ち
を
し
か
り
て
、
う
こ
か

４１
４
は
る
こ
と
に
を
そ
く
に
ほ
ふ
と
な
げ
く
梅
を
こ
の
秋
に
し
も
か
き
り
は
て
っ

　
る



４
５
あ
き
上
て
は
き
り
は
ら
ひ
げ
る
む
め
か
二
を
な
か
く
か
す
み
の
た
お
か
く
し

１
　
げ
む

　
　
　
大
弁

４
６
秋
は
か
く
き
り
は
ら
ふ
と
も
は
る
か
す
み
た
ち
え
の
お
り
そ
く
や
し
か
る
へ

１
　
き

　
　
　
こ
た
い
ふ

４
７
は
る
く
れ
は
き
な
き
し
む
め
を
う
く
ひ
す
の
ね
さ
へ
た
え
な
ん
は
る
の
こ
こ

１
　
ち
よ

い
く
度
と
た
く
め
ぐ
っ
て
き
た
奔
毎
に
１
、
そ
の
香
を
待
ち
わ
び
た
梅
の
花
は
、

も
う
永
久
に
薫
ら
た
い
。
春
に
な
れ
ぱ
ど
れ
ほ
ど
口
惜
し
い
こ
と
か
。
梅
の
木

を
惜
し
む
感
情
は
「
う
く
ひ
す
の
ね
さ
へ
た
え
た
ん
は
る
の
こ
こ
ち
」
へ
と
集

結
さ
れ
て
ゆ
く
。
深
い
雪
に
閉
さ
れ
る
冬
を
目
前
に
、
雪
の
中
に
先
ず
花
開
き

鶯
を
誘
う
梅
の
木
を
切
る
、
と
い
う
こ
の
章
段
が
冬
季
の
和
歌
の
脱
落
に
よ
る

偶
然
の
終
章
と
は
考
え
難
く
思
え
る
。
こ
の
章
段
の
前
に
は
、
来
客
の
記
事
を

記
し
た
章
段
を
も
た
な
い
、
ま
た
斎
院
外
部
と
の
贈
答
に
お
い
て
も
ご
く
親
し

い
人
共
の
名
前
し
か
見
出
せ
な
い
三
度
目
の
春
夏
秋
が
続
い
て
い
る
。
鶯
の
音

さ
え
絶
え
な
ん
春
の
こ
こ
ち
、
そ
れ
は
花
や
か
た
杜
交
サ
ロ
ソ
の
終
焉
に
近
い

こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
冬
、
紫
野
一
面
が
雪
に
埋
も

れ
て
ゆ
く
よ
う
に
。
、
再
び
静
寂
に
。
つ
つ
ま
れ
て
ゆ
く
斎
院
の
姿
を
暗
示
し
て
本

御
集
は
終
っ
て
い
る
の
で
は
た
い
だ
ろ
う
か
。
　
「
今
ハ
殊
二
参
ル
人
モ
元
シ
。

　
　
　
　
　
犬
斎
院
御
集
孜

（
中
略
）
御
前
ノ
前
栽
心
二
任
セ
テ
高
ク
生
ジ
繁
タ
リ
。
跣
ノ
人
モ
禿
ニ
ヤ
有

ラ
ム
上
反
レ
ニ
見
ユ
。
露
ハ
月
ノ
光
二
被
照
テ
キ
ラ
メ
キ
渡
タ
リ
、
虫
ノ
音
ハ

様
々
二
聞
ユ
。
遣
水
ノ
音
ノ
ド
ヤ
カ
ニ
流
レ
タ
リ
。
其
ノ
程
、
露
、
人
音
元
シ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

船
岳
下
ノ
風
氷
ヤ
カ
ニ
吹
」
く
斎
院
で
、
管
弦
の
遊
に
興
じ
た
昔
を
思
い
出
し

て
、
深
更
ひ
と
り
箏
を
つ
ま
び
く
　
　
今
昔
物
語
に
描
か
れ
て
い
る
大
斎
院
選

子
晩
年
の
あ
る
一
夜
の
寂
し
く
佗
し
い
斎
院
の
有
様
を
連
想
さ
せ
る
、
本
御
集

の
終
章
で
あ
る
。
単
な
る
年
次
的
記
録
で
た
く
、
物
語
的
に
構
想
さ
れ
て
い
る

と
い
う
感
が
深
い
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
第
一
段
に
は
じ
ま
り
第
六
十
四
段
に
終
る
、
そ

の
問
の
各
章
段
は
、
あ
る
一
つ
の
方
向
・
意
図
を
も
っ
て
配
列
さ
れ
た
も
の
と

予
測
さ
れ
る
。

　
本
御
集
は
、
大
体
に
お
い
て
季
節
に
よ
っ
て
配
列
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て

「
春
夏
秋
冬
」
「
春
夏
秋
冬
」
「
春
夏
秋
」
の
三
歌
群
に
分
か
れ
る
。
つ
ま
り
、

春
夏
秋
は
三
度
、
冬
は
二
度
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
三
度
の
春
を
み
て
ゆ
き
た
い
。

先
述
し
た
第
一
段
を
含
め
て
、
第
一
の
春
の
八
章
段
（
１
～
２
１
）
全
て
は
斎
院

外
部
の
人
々
と
の
贈
答
か
ら
成
っ
て
い
る
。
新
春
や
子
日
や
花
見
の
折
に
斎
院

を
訪
れ
る
殿
上
人
等
と
の
贈
答
。
一
品
宮
の
中
の
君
に
琴
を
貸
し
た
り
、
使
に

長
い
柳
の
枝
を
も
た
せ
「
糸
の
も
と
に
は
」
と
言
わ
せ
て
返
歌
を
求
め
た
よ
う

な
風
流
た
杜
交
、
贈
答
の
連
続
で
あ
る
。
総
じ
て
杜
交
場
と
し
て
の
斎
院
の
春

で
あ
る
。
紫
式
部
日
記
の
記
述
か
ら
う
か
が
え
る
風
流
に
明
げ
暮
れ
る
花
や
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七



　
　
　
　
　
大
斎
院
御
集
孜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

た
斎
院
の
イ
メ
ー
ジ
、
ま
た
、
枕
草
子
に
「
い
と
め
で
た
し
」
と
評
さ
れ
た
斎

院
の
姿
が
こ
こ
に
あ
る
。
第
二
の
春
（
６
９
～
７
８
）
に
な
る
と
、
高
松
殿
中
納
言
、

中
将
等
を
迎
え
て
の
新
春
の
宴
、
侍
従
中
塑
言
の
若
君
に
卯
杖
を
送
る
等
の
斎

院
外
部
と
の
杜
交
が
記
さ
れ
る
一
方
、
散
り
果
て
た
庭
の
桜
を
惜
し
ん
で
里
帰

り
し
た
女
房
へ
文
を
や
る
と
い
っ
た
斎
院
女
房
同
士
の
贈
答
も
記
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
こ
の
春
の
初
め
の
章
段
は
、
第
一
の
春
と
同
じ
く
新
春
の
宴
で
あ
る
。

一
第
三
十
段
一
む
つ
き
の
古
の
ほ
と
か
、
人
く
ま
い
り
給
一
る
に
、
さ
か

　
　
　
つ
き
い
た
し
て
　
た
か
ま
つ
と
の
上
中
納
言
君

６
９
月
の
ひ
か
り
に
さ
し
そ
上
へ
っ
る

　
　
　
た
か
ま
つ
と
の
上
中
将

７
０
い
に
し
へ
も
い
ま
も
む
か
し
も
い
に
し
へ
も
か
上
る
ま
と
ゐ
は
あ
り
や
あ
ら

　
す
や

前
述
の
第
一
段
に
比
べ
る
と
、
斎
院
側
の
詠
歌
が
記
さ
れ
ず
、
ま
た
、
詞
書
も
簡

略
で
花
や
か
さ
が
た
い
。
斎
院
外
部
の
人
々
と
の
杜
交
か
ら
斎
院
内
部
の
生
活
、

女
房
同
士
の
心
の
交
流
へ
と
重
心
が
移
り
つ
つ
あ
る
の
が
、
第
二
の
春
で
あ
る
。

そ
し
て
第
三
の
春
（
Ｈ
◎
Ｏ
～
Ｈ
お
）
は
、
次
の
よ
う
た
章
段
で
は
じ
め
ら
れ
る
。

（
第
四
十
五
段
）
む
っ
き
の
十
四
日
、
ゆ
き
い
と
た
か
う
ふ
り
た
る
に
、
れ
い

　
　
　
の
ゆ
き
ま
り
げ
た
ま
ふ
、
左
衛
門
の
か
み
ま
い
り
た
ま
ね
は
、
月
い
と

　
　
　
あ
か
き
に
、
さ
し
を
か
す

０
１
０
ゆ
き
は
そ
れ
月
は
か
は
れ
る
は
る
な
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

　
　
　
と
て
あ
る
を
、
こ
と
も
し
を
、
は
に
な
し
て

１
１
０
こ
よ
ひ
そ
人
に
た
っ
ね
ら
れ
ぬ
る

　
　
　
と
あ
り

第
三
の
春
に
お
け
る
斎
院
外
部
の
詠
歌
は
、
こ
の
章
段
に
、
来
ぬ
人
と
し
て
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

場
す
る
左
衛
門
督
の
詠
歌
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
連
歌
は
、
様
が
わ

り
し
た
大
斎
院
家
の
淋
し
い
姿
を
う
か
が
わ
せ
る
。
第
三
の
春
に
た
る
と
、
斎

院
女
房
の
中
務
が
病
み
、
院
を
退
出
す
る
事
件
と
同
僚
の
犬
輔
の
友
情
と
を
詳

細
に
描
い
た
詞
書
を
も
つ
章
段
、
女
房
の
里
か
ら
撫
子
の
種
が
送
ら
れ
て
く
る

の
を
待
つ
連
作
、
雪
に
埋
も
れ
た
御
前
の
庭
桜
を
め
ぐ
っ
て
の
連
作
等
、
そ
の

内
容
は
次
第
に
斎
院
内
の
生
活
へ
と
収
束
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
受
領
と
な

っ
て
筑
後
へ
下
る
、
親
し
か
っ
た
「
た
二
ま
さ
」
と
の
別
れ
の
贈
答
歌
で
こ
の

春
は
終
っ
て
い
る
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
三
度
の
春
は
、
あ
る
一
つ
の
構
想
の
も
と
に
斎
院

外
部
の
人
々
と
の
杜
交
と
斎
院
内
の
人
々
の
交
流
・
生
活
と
の
二
っ
を
対
比
的

に
配
置
構
成
さ
れ
た
春
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
各
々
の
春
の
性
格
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
冒
頭
章
段
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
こ

の
三
度
の
春
の
性
格
が
、
そ
れ
ら
の
春
に
は
じ
ま
る
一
連
の
春
夏
秋
冬
の
各
歌

群
全
体
の
傾
向
を
も
観
定
し
方
向
づ
げ
て
い
る
。

　
本
御
集
は
題
詠
・
独
詠
歌
の
類
が
全
く
見
ら
れ
ず
、
総
て
斎
院
内
外
の
約
六

十
名
の
人
々
の
間
で
か
わ
さ
れ
た
贈
答
・
連
作
歌
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る



が
、
こ
れ
ら
の
人
物
・
詠
歌
の
配
置
を
み
て
み
る
と
、
ま
ず
、
上
達
部
殿
上
人
等

の
来
訪
を
記
し
た
章
段
が
第
一
歌
群
に
－
は
七
章
段
見
ら
れ
る
が
、
第
二
歌
群
に

は
二
章
段
に
な
り
、
第
三
歌
群
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
斎
院
外
部
の

人
々
の
詠
歌
も
第
一
歌
群
に
二
十
四
首
、
第
二
歌
群
に
十
首
、
第
三
歌
群
に
五

首
と
減
少
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
第
一
歌
群
で
の
活
発
な
斎
院
外
部
の
人
々

と
の
交
流
が
第
二
歌
群
、
第
三
歌
群
で
は
次
第
に
減
少
し
て
ゆ
く
傾
向
が
み
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
斎
院
女
房
達
の
連
作
の
配
置
を
み
て
み
る
と
、
第
一
歌
群
に

三
組
（
九
首
）
、
第
二
歌
群
に
二
組
（
五
首
）
で
あ
っ
た
の
が
第
三
歌
群
で
は

六
組
（
二
十
首
）
に
増
加
し
て
い
る
。
第
三
歌
群
に
お
け
る
連
作
の
増
加
は
、

大
斎
院
家
の
人
六
が
、
斎
院
で
の
折
々
の
出
来
事
、
ま
た
、
月
や
紅
葉
の
美
し

さ
に
興
じ
て
和
歌
を
詠
み
和
楽
す
る
大
斎
院
家
内
部
の
生
活
の
有
様
を
描
く
こ

と
に
焦
点
が
移
っ
て
き
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
度
の

春
に
み
ら
れ
た
特
有
の
傾
向
が
そ
の
ま
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
春
に
っ
づ
く
歌
群
全
体

の
傾
向
と
た
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ー
み
て
く
る
と
、
本
御
集
の
構
想
は
、
花
や
か
た
生
活
か
ら
一
抹

の
淋
し
さ
を
た
た
え
な
が
ら
も
選
子
内
親
王
を
中
心
に
睦
み
合
う
閑
雅
な
生
活

へ
と
推
移
し
収
東
Ｌ
て
ゆ
く
大
斎
院
家
の
生
活
を
、
大
斎
院
家
の
歌
々
を
総
合

し
展
開
す
る
こ
と
に
．
よ
っ
て
描
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
、
本
御
集
は
四
歌
群
に
配
列
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
よ
り
も
む
し
ろ
、

次
の
三
歌
群
に
１
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
大
斎
院
御
集
孜

箪
一
歌
群
　
第
一
段
か
ら
第
二
十
九
段
。
（
１
～
６
８
）
本
御
集
の
約
半
分
に

　
あ
た
る
。
大
斎
院
家
の
活
発
た
対
外
活
動
を
中
心
に
、
花
や
か
た
杜
交
サ
ロ

　
ソ
と
し
て
の
大
斎
院
家
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

箪
二
歌
群
　
　
第
三
十
段
か
ら
第
四
十
四
段
。
　
（
６
９
～
９
９
）
本
御
集
の
約
五
分

　
の
一
に
あ
た
る
。
他
の
二
歌
群
の
性
格
を
折
衷
的
に
有
す
る
。
本
御
集
の
展

　
開
に
お
い
て
、
両
歌
群
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

第
三
歌
群
　
　
第
四
十
五
段
か
ら
第
六
十
四
段
。
　
（
Ｈ
Ｏ
Ｏ
～
Ｈ
ミ
）
本
御
集
の
約

　
三
分
の
一
に
あ
た
る
。
紫
野
の
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
斎
院
に
お
け
る
風
流
な

　
生
活
と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
人
の
し
み
じ
み
と
し
た
心
の
交
流
を
中
心
に
大
斎

　
院
家
の
内
部
の
有
様
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
御
集
は
、
大
斎
院
家
の
人
々
と
生
活
と
そ
し
て
そ
の
凋
落

し
て
ゆ
く
姿
を
季
節
の
流
れ
に
こ
と
よ
せ
て
描
く
こ
と
を
意
図
し
て
、
以
上
の

三
歌
群
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
¢
拾
遺
集
巻
一
春
に
入
集
。
そ
の
詞
書
に
は
中
納
言
朝
忠
の
作
と
た
っ
て
い
る
が
、

　
　
橋
本
氏
は
古
歌
を
返
歌
に
用
い
た
事
情
を
考
察
し
て
お
ら
れ
る
。
（
『
王
朝
和
歌
史
の

　
　
研
究
』
三
四
五
頁
）

　
　
『
日
本
大
学
創
立
七
十
周
年
記
念
論
文
集
』
第
一
巻
・
人
文
科
学
編
所
収
「
大
斎

　
　
院
前
の
御
集
の
研
究
」

　
＠
　
『
私
家
集
犬
成
中
古
１
』
・
「
大
斎
院
前
の
御
集
」
、
１
４
番
歌
の
詞
書
の
一
部
。

　
＠
同
じ
く
８
Ｎ
番
歌
の
詞
書
。

　
＠
同
じ
く
１
番
歌
の
詞
書
。

　
　
　
同
じ
く
５
７
番
歌
の
詞
警
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九



　
　
　
　
大
斎
院
御
集
孜

◎
同
じ
く
蟹
◎
番
歌
の
詞
書
。

＠
同
じ
く
１
２
１
３
番
歌
。

＠
笠
間
影
印
本
に
よ
る
と
一
字
分
空
白
。

＠
岩
波
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
四
』
巻
十
九
「
村
上
天
皇
御
子
大
斎
院
出
家
語

　
第
十
七
」

＠
　
岩
波
古
典
文
学
犬
系
、
八
十
七
段
。

＠
　
そ
の
他
「
み
つ
た
り
」
「
た
二
ま
さ
」
が
で
て
く
る
が
、
橋
本
氏
が
こ
れ
ら
を
斎
院

　
内
の
人
物
と
さ
れ
る
の
に
従
う
。
（
『
王
朝
和
歌
史
の
研
究
』
四
三
八
頁
）

四

　
本
御
集
が
年
月
を
追
っ
て
配
列
さ
れ
、
年
次
別
の
四
歌
群
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
と
い
う
従
来
の
説
は
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
詠
歌
年
の
推
定
に

疑
問
が
多
く
、
現
状
で
は
積
極
的
に
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
む
し
ろ
、
年
月
次
配
列
の
前
提
を
離
れ
て
内
容
面
か
ら
み
る
と
、
大
斎

院
家
の
生
活
と
和
歌
と
を
統
合
し
て
、
大
斎
院
サ
ロ
ソ
の
開
花
か
ら
過
ぎ
ゆ
く

ま
で
の
移
り
ゆ
く
姿
を
、
四
季
の
流
れ
に
仮
託
し
て
、
描
写
展
開
し
よ
う
と
い

う
構
想
に
よ
り
配
列
編
纂
さ
れ
、
三
歌
群
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

　
最
終
章
段
の
「
九
月
ぱ
か
り
に
」
伐
ら
れ
し
梅
を
悼
む
斎
院
女
房
達
の
詠
嘆

は
極
め
て
象
徴
的
で
あ
る
。
大
斎
院
家
の
盛
衰
を
見
守
り
、
そ
の
佗
し
い
終
焉

を
待
た
ず
に
姿
を
消
し
て
い
っ
た
寡
黙
な
梅
の
古
木
に
よ
せ
る
斎
院
女
房
の
悲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

愁
に
は
、
迫
り
く
る
大
斎
院
家
の
終
焉
を
嘆
く
趣
が
あ
る
。
左
経
記
長
元
四
年

九
月
二
十
二
日
丁
卯
の
条
の
「
賀
茂
斎
王
日
来
有
所
労
之
由
、
此
両
三
日
依
殊

重
、
今
夜
密
退
出
」
の
記
述
を
思
い
合
わ
せ
る
時
、
第
三
歌
群
に
お
げ
る
冬
季

の
和
歌
の
脱
落
も
、
或
い
は
、
「
本
集
伝
来
間
の
欠
脱
侠
損
」
（
橋
本
氏
）
と
い

う
よ
う
な
偶
然
の
脱
落
で
は
た
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
第
三
歌
群
が
冬
季
の

歌
を
持
た
な
い
こ
と
に
も
、
あ
り
し
日
の
大
斎
院
家
に
よ
せ
る
愛
惜
の
情
を
こ

め
て
編
ま
れ
た
本
御
集
の
構
想
構
成
の
一
端
を
う
か
が
い
得
る
よ
う
に
思
う
。

　
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
提
出
の
文
学
部
卒
業
論
文
の
一
部
を
要
約
い
た

し
ま
Ｌ
た
。
南
波
浩
先
生
に
は
終
始
か
わ
ら
た
い
御
懇
篤
た
御
指
導
を
い

た
だ
き
、
ま
た
、
萩
谷
朴
先
生
に
は
御
書
簡
に
よ
る
御
懇
切
な
御
教
示
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
た
お
、
未
熟
な
論
考

で
あ
り
ま
す
の
で
大
方
の
御
叱
正
を
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

、
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